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１ .  再配置計画案① 青少年宿泊研修施設希望の家の譲渡 

青少年宿泊研修施設希望の家は、集団宿泊生活や野外活動等を通じて青少年を自然に親しませ、豊かな

心を育むことを目的に設置された施設であり、非日常の体験ができる貴重な場所であることから、運営の

合理化による事業の継続を目指して、 民間等への「 譲渡」 を検討する。  

(１ ) 現状と再配置計画

＜対象施設情報＞ 

施設名称 
小学 
校区 

施設 
面積 

建築 
年度 

経過 
年数 

土地 
所有 

施設概要 

青少年宿泊研修
施設希望の家 

岩倉南 978㎡ S61 32年 市 

夏休みや休日は一定の利用者があるものの、

利用状況は低迷している。利用向上を図るた

め、 定期的にイベント を開催している。  

方針

平成35年度の指定管理者との契約終了までに、 民間等への譲渡を検討する。

＜配置図＞ 

譲渡

青少年宿泊研修施設

希望の家 

＜施設平面図＞ 

広場も含めた、 希望の家の全体平面図

青少年宿泊研修施設希望の家の機能 
青少年がグループ活動を通じて、 豊かな心を育むことを目的とした施設であり、 天体望遠鏡を備え
た観測ドーム、 陶芸窯、 キャンプが可能な広場等を備えている。  

資料３
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(２ ) 実現に向けた今後の検討事項

〇先行事例について調査し、 譲渡時の条件やスケジュール、 募集条件等の整理を行う。 また、 希望の家

の市場性を把握するため、 指定管理者による運営期間内にサウンディ ング調査の実施を検討する。  

〇サウンディ ング調査の実施にあたり、 現在の希望の家の機能（ 野外宿泊施設、 デイキャンプ場、 陶芸

窯等） をサウンディ ング調査の条件に盛り込むか検討する。  

中長期事業計画 

第1期 
前半（ H31～H35）  

指定管理者による運営の継続 

サウンディ ング調査の実施 

後半（ H36～H38）  譲渡 

再配置計画の効果 

面積 

削減面積 ▲978㎡ 

コスト  

削減コスト  ▲71, 000万円 

削減比 
100. 0％（ 施設比）  

削減率 91. 0％ 
1. 0％（ 総面積比）  

譲渡によって施設の存続が可能になり、行政から独立した形で民間活力を導入することで、より市

民ニーズに沿ったかたちでの施設運営が期待できる。  

再配置によるメリット  

■従来の検討方法 

検討開始 
活用案の 

作成 

公募要領 

の作成 

プロポーザルの

実施 

交渉権者の 

決定 

民間事業者の手が 

挙がりにく い 

・ 全て市役所内で検討 

・ アイディ ア不足 

・ 市場と乖離した公募条件の設定 

■サウンディ ング調査を取り込んだ検討方法 

検討開始 
活用案の 

作成 

公募要領 

の作成 

プロポーザルの

実施 

交渉権者の

決定 

サウンディ ング 

調査の実施 

・ 市場性の把握 

・ 新しいアイディ アの収集 

・ 参加しやすい公募条件の設定 

民間事業者の 

参加意欲が向上 民間事業者との対話 
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○将来コスト の計算 

施設名称 施設分類 
施設 
面積 

建設 
年度 

経過 
年数 

目標 
耐用年数

青少年宿泊研修施設希望の家 社会教育系施設 978㎡ S61 32年 60年 

更新費 日常修繕費 

43, 000万円 1, 500万円/回（ 10年毎5回）

※エレベーター等の設備の改修費を見込む。 改修費は建築費の8％と仮定する 

978㎡×400, 000円/㎡×8％＝31, 300千円 

※更新費には解体費を含む 

0
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（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

0. 8億円－収入0. 1億円＝0. 7億円

希望の家

譲渡

第1期 第2期 第3期 第4期

維持運営費

860万円／年

収入

施設利用料等

161万円／年

希望の家

エレベーター等

設備改修

3, 100万円

0
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（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

8. 4億円－収入0. 6億円＝7. 8億円

収入

施設利用料等

161万円／年

第1期 第2期 第3期 第4期

維持運営費

860万円／年

希望の家

日常修繕

1, 500万円

希望の家

日常修繕

1, 500万円

希望の家

日常修繕

1, 500万円

希望の家

エレベーター等

設備改修

3, 100万円

希望の家

更新

4. 3億円

＜今後も現在の施設を継続して運営した場合＞ 

＜譲渡を実施した場合＞ 

H36年 37年目 
譲渡 

修繕の有無や譲渡後のサポート 等 

契約の内容によってコスト は変わる

H33年 35年目 
エレベーター等

設備改修 

H58年 60年目
更新 

H33年 35年目 
エレベーター等

設備改修 
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(３ ) これまでの委員会での意見まとめ

＜譲渡にあたっての課題・ 留意点＞

・ 施設を譲渡する場合は高齢者や車椅子利用の方などのために、 和室を有する指定避難所の代替を検討

する必要がある。  

・ 立地場所が市街地から離れて利用しづらいため、 広い駐車場を確保し、 バスの利用により他市からも

利用者を呼べるような施設として検討する必要がある。  

・ 譲渡先の民間事業者の選定にあたっては、 有償・ 無償、 高齢施設や図書館への用途転用の可否など、

施設利用の条件の緩和を検討する必要がある。  
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２ .  再配置計画案② 市立体育館の廃止及び放課後児童クラブの複合化 

岩倉北小学校の屋内運動場を新設するのに併せて、老朽化が進行している市立体育館とく すのきの家及

び第二児童館の放課後児童クラブについて、現在の市民サービスを継続するため、必要な機能を他施設に

移転することを検討する。  

(１ ) 現状と再配置計画

＜対象施設情報＞ 

施設名称 
小学 
校区 

施設 
面積 

建築 
年度 

経過 
年数 

土地 
所有 

施設概要 

市立体育館 岩倉北 1, 062㎡ S39 54年 市 

岩倉北小学校の屋内運動場としても使用さ
れており、 学校行事がない時は市民の一般
利用が可能となっている。（ 一般利用件数は
平成29年度実績で306件）  

第二児童館 岩倉北 187㎡ S43 50年 市 

市内7つの児童館のなかで最も狭く 、 老朽
化が進行している。 岩倉北小学校の放課後

児童クラブが併設されている。 平成27～29
年度の平均利用者数は21, 525人（ 73人/日）
で3番目に多い。  

く すのきの家 
（ 第一児童館）  

岩倉北 908㎡ H13 17年 市 

児童館が設置されている施設の中では最も
広く 、 平成27～29年度の平均利用者数は

63, 597人（ 206人/日） となっている。  

方針

市立体育館は岩倉北小学校の屋内運動場の新設に併せて廃止するとともに、第二児童館及びく すのきの

家にある放課後児童クラブを屋内運動場に複合化する。第二児童館は更新時期まで継続とし、その後は

児童館機能をく すのきの家に統合し廃止する。

＜配置図＞ 

第二児童館 

複合化

市立体育館

岩倉北小学校

児童館の機能 
児童福祉法に基づく 児童厚生施設で、 遊びを通して子どもたちの健やかな成長を図り、 その健康を
増進し、 情操を豊かにすることを目的に設置する。 卓球、 手芸などのクラブ活動や夏祭り、 クリス

マス会などの季節的行事を運営し、 また、 館内の図書室では児童図書の貸し出しも行っている。  

放課後児童クラブの機能 
小学校1～4年生まで（ 学校で実施している場合は6年生まで） を対象に、共働き・ 母子・ 父子家庭

など、 下校後子どもの面倒を十分にみることができない家庭を対象に放課後児童クラブ(学童保育)
を行っている。  

く すのきの家
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(２ ) 実現に向けた今後の検討事項

〇放課後児童クラブの需要の見込みに基づく 必要面積の算定と複合施設の配置計画の策定。  

〇屋内運動場の一般利用や送迎に対応する動線計画の検討。  

〇需要に応じて新たに駐車場の設置を検討。  

中長期事業計画 

第1期（ H31～H38）  
岩倉北小学校の屋内運動場建築・ 放課後児童クラブの複合化 

市立体育館の廃止・ 解体 

第2期（ H39～H48）  
第二児童館の更新時期にく すのきの家へ統合 

岩倉北小学校北館及び南館の改築、 西館の大規模改修 

第3期（ H49～H58）  屋内運動場の大規模改修 

第4期（ H59～H68）  岩倉北小学校北館及び南館の大規模改修、 西館の改築 

再配置計画の効果 

面積 

削減面積 60㎡増 

コスト  

削減コスト  19, 000万円増 

削減比 
4. 8％増（ 施設比）  

削減率 11. 3％増 
0. 1％増（ 総面積比）  

＜施設再配置（ 案） ＞ 

放課後児童クラブが学校の敷地内に配置されることから、安全面の向上が見込め、また、1～6年生

までが利用できるようになる。  

老朽化した狭い施設から新しく 広い施設になるため、 子どもたちにより良い環境を提供できる。  

再配置によるメリット  

正門

北館 

南館 

運動場

岩倉北小学校 
屋内運動場（ 新築） 

西館 

現在のプールの位置での屋内運動場の

新設に併せ、 市立体育館を廃止する。

現在の市立体育館（ 廃止） 
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○将来コスト の計算 

施設名称 施設分類 
施設 
面積 

建設 
年度 

経過 
年数 

目標 
耐用年数

市立体育館 スポーツ・ レクリエーショ ン系施設 1, 062㎡ S39 54年 － 

岩倉北小学校屋内運動場 学校教育系施設 － － － 80年 

第二児童館 子育て支援施設 187㎡ S43 50年 60年 

放課後児童クラブ 子育て支援施設 247㎡ － － － 
※く すのきの家については変更がないため、 ここでは検討しない 

施設名称 更新費・ 建設費 日常修繕費 大規模改造費 解体費 

市立体育館 － － － 3, 800万円

第二児童館 6, 800万円 300万円/回（ 10年毎5回） － 600万円 

放課後児童クラブ 8, 200万円 － 1, 800万円（ 20年毎3回） － 
※第二児童館の更新費には解体費を含む。  

※岩倉北小学校屋内運動場の建設費は岩倉市学校施設長寿命化計画を参照 

※放課後児童クラブの建設費及び大規模改造費は岩倉市学校施設長寿命化計画の考え方に従う 

建設費    247㎡×330, 000円/㎡＝81, 500千円 

大規模改造費 81, 500千円×22％＝17, 900千円 
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（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

18. 7億円

第1期 第2期 第3期 第4期

岩倉北小学校

屋内運動場

建築

4. 0億円

第二児童館

統合・ 解体

600万円

岩倉北小学校

屋内運動場

大規模改造

1. 1億円
放課後児童

クラブ

移転

屋内運動場内

放課後児童クラブ

整備

8, 200万円

維持運営費

3, 000万円／年

市立体育館

廃止・ 解体

3, 800万円
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（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

16. 8億円

第1期 第2期 第3期 第4期

岩倉北小学校

屋内運動場

建築

4. 0億円

市立体育館

廃止・ 解体

3, 800万円

第二児童館

更新

6, 800万円

岩倉北小学校

屋内運動場

大規模改造

8, 900万円

維持運営費

2, 800万円／年

第二児童館

日常修繕

300万円

第二児童館

日常修繕

300万円

H33年 
新設 

H53年 20年目 
大規模改造1回目

H41年 
61年目 

＜今後も現在の施設を継続して運営した場合＞ 

＜放課後児童クラブを屋内運動場と複合化し、 第二児童館をく すのきの家と統合した場合＞ 

施設廃止後の資産（ 土地建物等） の

取扱い方針によってコスト は変わる

H33年 
新設 

H53年 20年目 
大規模改造1回目

H40年 
60年目 
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○試算に必要な延床面積の計算 

 市内7箇所の放課後児童クラブの1人あたりの面積は下表のようになっている。  

施設名称 
H27～29年度 

平均利用者/日 
第1室 第2室 第3室 合計 

1人あたり

面積 

く すのきの家 88人/日 45. 7㎡ 51. 8㎡ 34. 9㎡ 132. 4㎡ 1. 50㎡/人

第二児童館 49人/日 14. 9㎡ 51. 0㎡ － 65. 9㎡ 1. 34㎡/人

第三児童館 50人/日 34. 5㎡ 37. 9㎡ － 72. 4㎡ 1. 45㎡/人

第六児童館 63人/日 17. 1㎡ 28. 4㎡ － 45. 5㎡ 0. 72㎡/人

第七児童館 55人/日 17. 1㎡ 28. 4㎡ － 45. 5㎡ 0. 83㎡/人

岩倉南小学校 53人/日 64. 8㎡ 64. 8㎡ － 129. 6㎡ 2. 45㎡/人

岩倉東小学校 31人/日 63. 0㎡ 87. 3㎡ － 150. 3㎡ 4. 85㎡/人

※岩倉南小学校及び岩倉東小学校は、 平成28年度より実施のため、 平成28、 29年度の平均 

厚生労働省の指針及び岩倉市の条例では、 放課後児童クラブは児童1 人あたり 1. 65 ㎡以上確保

することが望ましいとされているため、移転後の放課後児童クラブについてはこの指針に従って面

積を求める。  

クラブ室 

（ 3室）  
静養室 

事務室 

給湯室 
倉庫 合計床面積

198㎡ 9㎡ 20㎡ 20㎡ 247㎡

※クラブ室は40人×3単位×1. 65㎡/人＝198㎡で計算 

○各児童館の利用状況 

施設名称 
建築 

年度 

延床 

面積 

開館 

日数 

H27～29年度

平均利用者数

1日あたり

利用者 

1人あたり

面積 

く すのきの家 H13 908㎡ 308日 63, 597人 206人/日 4. 40㎡/人

第二児童館 S43 187㎡ 293日 21, 525人 73人/日 2. 54㎡/人

第三児童館 H15 674㎡ 293日 24, 387人 83人/日 8. 10㎡/人

第四児童館 H9 380㎡ 293日 12, 703人 43人/日 8. 76㎡/人

ポプラの家 H8 561㎡ 308日 17, 088人 55人/日 10. 10㎡/人

第六児童館 S48 210㎡ 359日 15, 036人 42人/日 5. 01㎡/人

第七児童館 S49 210㎡ 359日 14, 950人 42人/日 5. 05㎡/人

※く すのきの家、 ポプラの家の利用者には児童館以外の利用者を含む 

厚生労働省の指針及び岩倉市の条例に基づき移転後の放課後児童クラブの延床面積を求めると

247㎡となり、現在の第二児童館の延床面積187㎡との比較では、60㎡の増加となる。岩倉北小学

校の改築時に延床面積の規模縮減を図る等、 総延床面積の縮減に向けた取り組みが必要となる。  
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(３ ) これまでの委員会での意見まとめ

＜再配置にあたっての課題・ 留意点＞

・ 岩倉北小学校体育館を現在のプールの位置に新設する場合、 民間施設を学校プールとして活用するな

ど、民間活力の活用を検討する必要がある。ただし、民間施設へのアクセス方法に留意が必要である。  

・ 帰宅時間や駐車場の確保などに配慮し、 事前にヒアリングを実施した上で、 複合化の計画を決定する

必要がある。  

・ 施設管理の取り決めなど、 施設管理者や学校の先生などと慎重に議論していく 必要がある。  

・ 計画にあたっては駐車場と子どもの動線を切り離すなど、 安全管理を含めて検討することが重要であ

り、 セキュリティ 対策や駐車場整備、 アプローチ部分の道路改良等にかかる費用も含めて検討する必

要がある。  

・ 市立体育館として単独で考えるのではなく 、 将来の学習ニーズや児童数の推移等を見据え、 学校舎は

もとより敷地内の神社や貯留層等を含めて、 岩倉北小学校としての全体構想および配置計画を検討す

る必要がある。  
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３ .  再配置計画案③ 

北部保育園・ 仙奈保育園の統合及び子ども発達支援施設あゆみの家との複合化 

少子化に伴う需要の変化と老朽化の進行に対応するため、保育園の配置バランスや地域ごとの利用状況

を評価し、 統合による適切な保有量への調整を検討する。  

(１ ) 現状と再配置計画

＜対象施設情報＞ 

施設名称 
小学 
校区 

施設 
面積 

建築 
年度 

経過 
年数 

土地 
所有 

施設概要 

北部保育園 五条川 739㎡ S41 52年
市 

借地 

岩倉市の最北部に位置し、 平成29年4月時

点の園児数は38人で、 保育園7園の中で最

も少ない。  

仙奈保育園 岩倉東 652㎡ S49 44年 市 

岩倉市の東部に位置し、 平成29年度4月時

点の園児数は83人で、 保育園7園の中で3

番目に多い。  

子ども発達支援
施設あゆみの家 

岩倉東 127㎡ S49 44年 市 
仙奈保育園と建物を共有しているため、あわ

せて再配置の検討を行う。  

方針

北部保育園は築52年の木造建築で老朽化が著しいことから、 第1期計画期間内に統合を実施する。 統

合先は、 小学校区を利用圏域としてバランスよく 保育園等の施設配置を進めていく ことを踏まえて、

新たに検討する。

＜配置図＞ 

保育園の機能 
就労や疾病などのため家庭で幼児の保育ができない保護者に代わって幼児を預かり、 子どもたちに
健康で安全な生活環境を提供し、 生涯にわたる生きる力の基礎を育てる手助けをする。  

子ども発達支援施設あゆみの家の機能 
子どもの早期療育を行うための親子通園の施設で、 心身の発達に支援が必要な子どもの発達をサポ

ート し、 日常の生活習慣習得のための訓練などを行っている。 言語療法、 作業療法、 音楽療法によ
る療育のほか、 保護者の育児相談にも応じる。  

子ども発達支援施設あゆみの家

統合

仙奈保育園 

北部保育園 



11 

(２ ) 実現に向けた今後の検討事項

〇統合保育園の移転先の検討と建設用地の取得。  

〇園児数の推移予測に基づく 必要面積の算定、 施設の配置検討及び必要な駐車場の規模の検討。  

〇あゆみの家の移転先の検討。  

中長期事業計画 

第1期（ H31～H38）  

統合保育園の建築 

北部保育園、 仙奈保育園の統合、 あゆみの家の複合化 

統合保育園の運営開始 

第2期（ H39～H48）  － 

第3期（ H49～H58）  － 

第4期（ H59～H68）  統合保育園の大規模改修 

再配置計画の効果 

面積 

削減面積 ▲413㎡ 

コスト  

削減コスト  ▲62, 000万円 

削減比 
27. 2％（ 施設比）  

削減率 7. 5％ 
0. 4％（ 総面積比）  

※統合保育園の用地取得費用は含まない 

＜施設再配置（ 案） ＞ 

施設の老朽化や施設間の格差を解消し、 子どもたちにより良い環境を提供できる。  

送迎のための駐車場用地の確保が可能になり、 利用者への負担を軽減できる。  

再配置によるメリット  

北部保育園 

中部保育園

東部保育園

下寺保育園

南部保育園 

西部保育園 

仙奈保育園

岩倉東小学校
岩倉北小学校 

五条川小学校 

曽野小学校

岩倉南小学校 

統合後の保育園は新たに

土地を取得して設置 

公立保育園適正配置方針の考え方に従い、

小学校区を基準に利用圏域を想定し、 バラ

ンスよく 施設配置を検討していく  

子ども発達支援施設あゆみの家

保育園 

小学校 
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○将来コスト の計算 

施設名称 
施設 
面積 

建設 
年度 

経過 
年数 

目標 
耐用年数

北部保育園 739㎡ S41 52年 60年 

仙奈保育園 652㎡ S49 44年 60年 

子ども発達支援施設あゆみの家 127㎡ S49 44年 60年 

統合保育園 978㎡ － － 80年 

施設分類 更新費・ 建設費 日常修繕費 大規模改修費 解体費 

北部保育園 26, 800万円 1, 100万円/回（ 10年毎5回） 7, 300万円（ 30年毎2回） 2, 400万円

仙奈保育園 23, 700万円 900万円/回（ 10年毎5回） － 2, 200万円

子ども発達支援
施設あゆみの家 

4, 600万円 200万円/回（ 10年毎5回） 1, 100万円（ 30年毎2回） 400万円 

統合保育園 32, 300万円 1, 400万円/回（ 10年毎5回） 8, 300万円（ 30年毎2回） － 

※北部保育園、 仙奈保育園、 あゆみの家の更新費には解体費を含む 

※統合後の保育園の運営費については園長1人、 教員数は変わらないものとして計算する 

0

100

200

300

400

500

600

700

H3031 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68

（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

76. 1億円

第1期 第2期 第3期 第4期

統合保育園

建築

3. 6億円

仙奈保育園

北部保育園

あゆみの家

移転 維持運営費

1. 8億円／年

統合保育園

大規模改修

1. 0億円

仙奈保育園

北部保育園

あゆみの家

解体

5, 000万円

統合保育園

日常修繕

1, 600万円

統合保育園

日常修繕

1, 600万円

0

100

200

300

400

500

600

700

H3031 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68

（百万円）
運営コスト

維持コスト
H30～H68年39年間の総コスト

82. 3億円

第1期 第2期 第3期 第4期

北部保育園

日常修繕

1, 100万円

仙奈保育園

あゆみの家

更新

2. 8億円

維持運営費

1. 9億円／年

北部保育園

大規模改修

7, 300万円

仙奈保育園

あゆみの家

日常修繕

1, 100万円

北部保育園

更新

2. 7億円

仙奈保育園

あゆみの家

日常修繕

1, 100万円

北部保育園

日常修繕

1, 100万円

仙奈保育園

あゆみの家

日常修繕

1, 100万円

＜今後も現在の施設を継続して運営した場合＞ 

＜北部保育園と仙奈保育園の統合・ あゆみの家の複合化を実施した場合＞ 

H46年 60年目 
仙奈保育園・ あゆみの家更新

H31年 53年目 
北部保育園更新 

H36年 
統合保育園建築 

H37年 
3園移転・ 廃止 

施設廃止後の資産（ 土地建物等） の

取扱い方針によってコスト は変わる

H66年 30年目
大規模改修1回目

H60年 30年目
大規模改修1回目
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○試算に必要な延床面積の計算 

 市内7箇所の保育園の利用状況は、 平成29年4月時点で下表のようになっている。  

施設名称 
延床 

面積 

総園 

児数 

3歳未満 

園児数 

3歳以上

園児数 
定員 定員率 1人あたり面積

北部保育園 739㎡ 38人 10人 28人 63人 60％ 19. 45㎡/人

中部保育園 1, 037㎡ 89人 22人 67人 118人 75％ 11. 65㎡/人 

西部保育園 534㎡ 50人 11人 39人 56人 89％ 10. 68㎡/人 

南部保育園 838㎡ 83人 25人 58人 112人 74％ 10. 10㎡/人 

東部保育園 1, 135㎡ 71人 22人 49人 122人 58％ 15. 99㎡/人 

下寺保育園 686㎡ 74人 24人 50人 101人 73％ 9. 27㎡/人 

仙奈保育園 652㎡ 83人 24人 59人 101人 82％ 7. 86㎡/人 

 愛知県の児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例に従い、 各室に必要な面積を

求める。  

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 

乳児室 

ほふく 室 

保育室又は遊戯室 

3. 3㎡／人 

3. 3㎡／人 

1. 98㎡／人 

施設名称 
乳児室・ ほふく 室 

（ 3歳未満）  

保育室 

（ 3歳以上）  
合計 

北部保育園 10人×3. 3㎡/人＝33㎡ 28人×1. 98㎡/人＝56㎡ 89㎡ 

仙奈保育園 24人×3. 3㎡/人＝80㎡ 59人×1. 98㎡/人＝117㎡ 197㎡ 

 現在の各施設の延床面積から保育室・ 教室の面積を除いた面積を、 調理室、 職員室、 ト イレ等

の保育室等以外に必要な設備の面積として保育室等の面積に合算する。 ただし、 定員に達してい

ない分だけ施設には余裕があると考えて、 延床面積に定員率を掛けた値を使用する。  

北部保育園 739㎡×60％＝443㎡ 

仙奈保育園 652㎡×82％＝535㎡ 

施設名称 
延床 

面積 

乳児室・ほふく

室面積 
保育室 

保育室・ 教室

以外の面積 
合計 

北部保育園 443㎡ 33㎡ 56㎡ 354㎡
978㎡

仙奈保育園 535㎡ 80㎡ 117㎡ 338㎡

978 ㎡を北部保育園と仙奈保育園の園児数の合計121 人で割ると、 1人当りの面積は8. 08㎡と

なり、 現在の仙奈保育園より広く なる。  

あゆみの家127㎡と合わせると 978㎡ ＋ 127㎡ ＝ 1, 105㎡ となる。  
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(３ ) これまでの委員会での意見まとめ

＜再配置にあたっての課題・ 留意点＞

・ 保護者の大半が自動車による送迎であるが、 コンパクト な岩倉の利点を活かし、 徒歩や自転車での送

迎にも配慮した計画とする必要がある。  

・ 保護者は園児を自動車から降ろすだけではなく 、 先生等と園児の情報交換などで想像以上に時間がか

かるため、 ドライブスルーの導入やそれに併せてメール等での事前連絡による伝言ミ スの防止などの

取組みが求められる。  
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４ .  再配置計画案④ 岩倉東小学校の減築 

岩倉東小学校は、 学校施設長寿命化計画により 80 年の使用を想定しているものの、 児童数の減少に伴

い、延床面積と利用状況が釣り合わなく なっている。規模の縮小を図ることにより維持運営費の削減を図

る方法について検討する。  

(１ ) 現状と再配置計画

＜対象施設情報＞ 

施設名称 
小学 
校区 

施設 
面積 

建築 
年度 

経過 
年数 

土地 
所有 

施設概要 

岩倉東小学校 岩倉東 5, 833㎡ S40 51年 市 

他校と比べて学校区が狭く 、平成29年度の

児童数は149人と小学校5校中で最も少な

いが、 延床面積は3番目に広い。  

※延床面積には校舎及び屋内運動場の面積の合計 

方針

施設は引き続き存続とするが、 利用状況を整理して適切な施設規模を検討し、 必要に応じて減築を行

う。 また、 施設の一部を市民に開放し、 施設活用の向上を図る。

＜配置図＞ 

減築 岩倉東小学校

＜施設平面図＞ 

屋内運動場は築 20 年未満の新しい

建物であるため、北館及び南館を対

象として減築を検討する 

運動場 

プール

屋内運動場

北館（ 延床面積2, 667㎡）

南館（ 延床面積2, 245㎡）

駐車場 正門 

搬入口 
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(２ ) 実現に向けた今後の検討事項

○校舎の利用状況を調査し、 市民利用の可能性を検討する。  

○一般利用者来校を想定した動線計画と駐車場増設の検討。  

○児童と一般利用者の活動範囲を制限し、 児童の安全を確保する施設配置の検討。  

中長期事業計画 

第1期（ H31～H38）  
屋内運動場の大規模改造 

北館の大規模改造、 南館の大規模改造及び減築 

第2期（ H39～H48）  － 

第3期（ H49～H58）  北館及び南館の改築・ 屋内運動場の長寿命化改修 

第4期（ H59～H68）  － 

再配置計画の効果 

面積 

削減面積 ▲766㎡ 

コスト  

削減コスト  ▲24, 000万円 

削減比 
13. 1％（ 施設比）  

削減率 10. 8％ 
0. 8％（ 総面積比）  

学校施設を市民の生涯学習の場として提供することで、 学校がより身近な存在となる。  

避難所以外の利用方法を提案することで学校の存在意義を市民に理解してもらえる。  

再配置によるメリット  

＜施設再配置（ 案） ＞ 

校舎の利用状況（ 平成29年度）

減築部分 

北館には普通教室等

を配置し、 一般利用

者の立ち入りを制限

する 

南館には特別教室等

を配置し、 一部を放

課後などに市民利用

が可能なエリアとし

て開放する 

多目的ホール 音楽室

図書室

岩倉東小学校は多目的室や教材室として使用されている教室が

多数あるため、学校施設の一部を市民に開放することを検討し、

活用の向上を図る 

北館 

南館 

1F

2F

3F

岩倉東小学校南館
減築部分

調理室 食
糧
庫

配
膳
室

配
膳
室

ホール 
階段 営繕室 家庭科室 

多目的
教室 

便
所 階

段

日本語適応
指導教室

工作室
放課後

児童クラブ

放課後
児童クラブ

廊下 

配
膳
室

ホール 
階段 

ホール 
階段 

配
膳
室

階
段

階
段

便
所

便
所

廊下 

廊下 

コンピュータ 

教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室

多目的
教室 

多目的
教室 

書写室 教材室

校長室兼応接室
職員室 

湯沸室 

相談室 
スタジオ 

放送室 

便
所

倉
庫

階
段

保健室
更
衣
室

普通教室 
(特別支援) 

普通教室 
(特別支援) 

理
科
準
備
室

理科室 普通教室 普通教室 多目的室 多目的室

階
段

階
段

便
所

便
所

日本語適応
指導教室

PTA
研修室

岩倉市

学校生活

適応指導教室

和室便
所

階
段

(

印
刷
室)

 

相
談
室

備品室 備品室 備品室
廊下 
階段 

北１Ｆ  

北２Ｆ  

北３Ｆ  

南１Ｆ  

南２Ｆ  

南３Ｆ  

減築部分
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○将来コスト の計算 

施設名称 
施設 
面積 

建設 
年度 

経過 
年数 

目標 
耐用年数

岩倉東小学校北館 2, 667㎡ S40 53年 80年 

岩倉東小学校南館 2, 245㎡ S40 53年 80年 

岩倉東小学校屋内運動場 921㎡ H14 16年 80年 

※岩倉東小学校の改修に関する費用、 面積、 時期は岩倉市学校施設長寿命化計画を参照 

※減築床面積については以下のように仮定する 

    減築床面積    450㎡（ 1, 2F） ＋316㎡（ 3F） ＝766㎡ 

※部分解体費は建築費の20％とする 

部分解体費    766㎡×330, 000円/㎡×20％＝50, 556千円 

※南館の大規模改造費は減築面積を差し引いた値で、 岩倉市学校施設長寿命化計画の考

え方に基づいて再計算する 

南館改築費    1, 479㎡×330, 000円/㎡      ＝488, 070千円 

南館大規模改造費 1, 479㎡×330, 000円/㎡×25％＝122, 018千円 
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（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

26. 8億円

第1期 第2期 第3期 第4期

北館・ 南館

大規模改造

2. 9億円

屋内運動場

長寿命化改修

1. 8億円

北館・ 南館

改築

16. 2億円

維持運営費

1, 400万円／年

屋内運動場

大規模改造

4, 700万円
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H3031 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68

（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

24. 4億円

第1期 第2期 第3期 第4期

屋内運動場

大規模改造

4, 700万円

北館

大規模改造

1. 6億円

屋内運動場

長寿命化改修

1. 8億円

北館・ 南館

改築

13. 7億円

南館

大規模改造・ 減築

1. 7億円 維持運営費

1, 300万円／年

0
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H3031 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68

（百万円）

運営コスト

維持コスト

H30～H68年39年間の総コスト

26. 8億円

第1期 第2期 第3期 第4期

北館・ 南館

大規模改造

2. 9億円

屋内運動場

長寿命化改修

1. 8億円

北館・ 南館

改築

16. 2億円

維持運営費

1, 400万円／年

屋内運動場

大規模改造

4, 700万円

＜今後も現在の施設を継続して運営した場合＞ 

＜校舎（ 南館） を減築した場合＞ 

H37年 60年目 
大規模改造 3回目 

H35年 21年目 
大規模改造1回目 

H53～54年
39～40年目

H56～57年
79～80年目

H53～54年
39～40年目

H56～57年
79～80年目

H37年 60年目 
大規模改造 3回目 

H35年 21年目 
大規模改造1回目 
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(３ ) これまでの委員会での意見まとめ

＜再配置にあたっての課題・ 留意点＞

・ 外国籍の子どもが多い特色を活かした文化活動、 商業施設や老人施設との複合化など、 既存施設の有

効活用を図りながら多目的に利用し、 他の学校とは違った特色を出せると良いと考えられる。  

・ エレベーターを設置するなど、 障害者を受け入れやすい小学校を目指すことが考えられる。  

・ 市民団体等がいつでも使えるような工夫・ 区分けを行い、 学校が地域コミ ュニティ の核となるような

取り組みが必要である。  

・ 複合化するのであれば、 施設管理の責任の範囲や地域との合意形成の観点から、 セキュリティ 確保の

ルール作りは必須であると考えられる。  


